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カワウは 1970 年代にかけて絶滅が危惧されるほどに個体数が減少した魚食性の水鳥だが，1980

年代に入ると急速に個体数が回復し，分布の拡大に伴って，内水面漁業等における被害も全国に

広がった。カワウは季節的に大きく移動するため，都道府県単位での管理は難しく，広域連携による

対策の実施が必要であるが，カワウの移動実態の把握は十分に行われていなかった。そこで，ねぐ

らから採食地までの距離やねぐら間の移動，広域移動の範囲を衛星追跡によって調査した。2006 年

から 2008 年までの 3 年間に東京湾の第六台場，伊勢湾岸の弥富野鳥園，琵琶湖の竹生島でそれ

ぞれ 6 羽，23 羽，19 羽のカワウを捕獲し，North Star Science and Technology 社製 30g Birdborne 

PTT を装着して放鳥した。捕獲の時期は，第六台場が 6 月，弥富野鳥園が 11～12 月，竹生島が 5

～6 月と 9 月であり，2007 年 9 月に竹生島で捕獲した 2 羽を除き，追跡した個体はすべて成鳥であ

る。送信機の送信間隔は 3 日に一度，深夜 2 時ごろから 8 時間または 9 時間送信されるように設定

し，１年間の追跡ができるようにした。衛星追跡によって得られた位置データは，日の出 30 分前を基

準に夜間と昼間に分離した。夜間のデータをもとに，既知のねぐらとの位置関係から各個体の日ごと

のねぐらを推定し，そのねぐらと昼間のデータとの距離を計測した。また，捕獲した個体から血液を採

取して性判別を行ない，性差について分析した。 

調査の結果，昼間の位置データは，ねぐらから平均 10.3km（2.0～21.9，N=48 個体）の距離に９割

の地点が落ち，地域差や性差はみられなかった。48 羽中 29 羽でねぐらの変更がみられ，最も多い

個体で 8 か所のねぐらの利用が確認された。弥富野鳥園で捕獲したカワウでは，ねぐらを変える回数

がオスよりもメスで多く，複数のねぐらを頻繁に変えて利用していたが，他の 2 か所で捕獲したカワウ

では性差はみられなかった。 

広域移動については，第六台場で捕獲したカワウで 8 月から 2 月の期間に沿岸から内陸への移

動を追跡できたほか，弥富野鳥園で捕獲したカワウでは 11，12 月に木曽川・長良川・揖斐川の中流

部への，1 月から 4 月の期間に伊勢湾岸から浜名湖や琵琶湖への移動を追跡することができた。琵

琶湖で捕獲したカワウでは，6 月から 10 月の期間に長良川・揖斐川の中流部や木津川の上流部，

吉野川の中下流部，広島湾への移動を追跡することができた。 

本研究によって，ねぐらから採食地までの距離は限られるが，複数のねぐらを利用することで，カワ

ウは広い地域を利用していることがわかった。また，ねぐらから採食地までの距離に目立った性差は

なく，弥富野鳥園で捕獲したカワウでねぐらの利用の仕方に性差がみられた他は，カワウの管理に

かかわる性差についての知見は得られなかった。広域での連携については，特に伊勢湾と木曽川・

長良川・揖斐川中流部と琵琶湖の間での連携が重要であることが明らかになった。 
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